
 

令和５年度                R6 年 2月 29 日 

 

ＰＴＡへの加入状況、活動状況についてのアンケート報告書 

鳥取県 PTA 協議会 総務委員会 

 

世の中の情勢が刻々と変化する中、ＰＴＡという組織に対する捉え方も変化してきています。特に

新型コロナ感染症は、ＰＴＡ活動にも大きく影響しました。 

現在のＰＴＡに対する認識とコロナ禍からの脱却が進む中、ＰＴＡ活動の状況や変化を把握し、今

後の活動の姿を考えたいと思い、単位ＰＴＡ会長へアンケートを実施しました。 

 

Ⅰ アンケートの概要 

１．実施期間 令和５年１０月中旬 から令和５年１１月１７日 

２．実施方法 Google フォームによる回答 

３．アンケート集計方法 Google フォームにて集計 

４．回答数 

鳥取県ＰＴＡ協議会所属 １６３校（小学校 108 校、中学校 47 校、小中 8校） 

       ※小中は義務教育学校 6校を含む 

回答数  ９０校      

回答率  ５５．２％ 

 

Ⅱ 質問内容と考察 

〇ＰＴＡ加入状況について 

Ｑ１．あなたの学校にはＰＴＡ非加入世帯はありますか 

 

Ｑ２．非加入世帯がある場合、非加入の理由はなんですか 

 

Ｑ３．ＰＴＡは任意加入であることを知っていますか 

 

Ｑ４．任意加入であることを保護者に説明していますか 

 

Ｑ５．ＰＴＡの加入・非加入同意書を作成していますか 

 

☆ ＰＴＡ加入状況についての考察 

ＰＴＡに対して、ただ「負担」と感じている保護者が多くなっているのではと考えます。今ま

での当たり前が当たり前では通らないようになっていると思います。任意加入である以上、ＰＴ

Ａの意義や活動をていねいに説明していく必要があると考えます。 

 

〇ＰＴＡ活動について 

Ｑ１．あなたはＰＴＡ会長になって何年目ですか 

 

Ｑ２．ＰＴＡ会長になってよかったことはなんですか 

 

 

 

 



 

 

Ｑ３．コロナ禍以降、ＰＴＡ活動を見直しましたか 

 

Ｑ４．コロナ禍で実施できなかったＰＴＡ行事で、再開している行事は何ですか（複数可） 

 

Ｑ５．ＰＴＡ行事等で工夫したこと、又はあなたのＰＴＡのいいところ・自慢できることがあれば

教えてください。 

 

Ｑ６．ＰＴＡ活動で困っていることは何ですか（複数可） 

 

Ｑ７．困っていることは、具体的にどのようなことですか 

 

☆ ＰＴＡ活動についての考察 

役員決めがなかなか決まらないとの回答が多く、ＰＴＡ活動の負担イメージが強いと考えられま

す。一方で実際にやってみると会員同士がお互いを思いやり仕事負担の無いように気配りがされて

いて受けてよかったと言われる意見も多くあります。このギャップが埋まるようＰＴＡ活動の伝え

方を考える必要があると思います。 

 

 

Ⅲ まとめ 

 

ＰＴＡ活動に関して「負担が大きい」と感じている保護者や教職員も多いのではと感じています。

確かに「時間的な負担」「経済的な負担」「精神的な負担」など自分自身の生活の中では負担が生じて

しまうのは事実です。特に役員や担当になると顕著に感じられる場面もあるかと思います。しかしな

がら、わが子をわが校の児童生徒を育てるということを「負担」に感じるでしょうか。「負担」と感じ

たとしても子どものためと思い何とかしている、何とかしたいと思っている方がほとんどだと思いま

す。余裕はないかもしれませんが、その気持ちを子ども達や学校へ向けていけないかと、その場面が

ＰＴＡ活動になっていけばと思います。 

特に新型コロナの影響で活動がなかなかできなかったこともあり「ＰＴＡは嫌だ、面倒くさい」も

のという意識も大きくなっているのではと思います。その意識を覆すためにも活動内容の見直し、組

織改革も必要と考えますが、子ども達や学校との関わりが少なくなる、弱くならないような効果的な

スリム化を検討していく必要があると思います。また、ＰＴＡには保護者と学校と地域が連携して、

子どもの教育や安全を見守るといった目的があること忘れずに積極的に「ＰＴＡ活動の見える化」に

取り組みわかりやすい情報発信を心がけていきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 5 年度  鳥取県ＰＴＡアンケート調査結果       

 

ＰＴＡ加入状況について  

 

 
                    

                    1 

 



 
 

 

 

 

ＰＴＡ活動について 

 

 

 

                   ２ 

 

 



２．ＰＴＡ会長になってよかったことは何ですか 

学校や保護者、地域と交流でき、つながりが強くなった。 

学校(先生)との距離が縮まったと感じる。 

 学校の様子を知ることができ、問題点等を学校と共有できる。  

 各研修会の参加等で多くの気付きが得られた。 

 他校の PTA と交流や意見交換の場ができた。 

 たくさんの人に出会えた。人間関係の幅が広がった。 

 学校行事へ興味関心を持ち、より多く参加するようになった。 

 子ども達と一緒に楽しむ事が増えた。 

 学校に行くことが増え、子どもたちの様子を知る機会が増えた。 

 学校教育を支えてくださっている地域や諸団体の活動を知ることができた。 

 学校と保護者側の両方の意見がよくわかった。 

 自分の子供が頑張る親の姿を見て今まで以上に前向きになった。 

 学校活動の意義や目的、成果がよく分かる。 

 組織や行事等について見直しや提案ができる。 

 PTA 代表として地域の会議に参加、意見を言える。 

 学校と会員地域との繋ぎ役としてやりがいがある。 

 学校の子ども達に顔も覚えてもらえ、仲良くなれた。 

 PTA 執行部の苦労が分かった。 

 

 
                   ３ 

 



 

５．ＰＴＡ行事等で工夫したこと、又はあなたの PTA のいいところ・自慢できることがあれば教 

えてください 

 活動に積極的に参加している 

 父母ともに満遍なく参加する 

 何が必要かを改めて検討し、行事の見直しをした。 

 会員にも役員にも負担をかけないように心がけている。 

 Google フォームを活用した、意見集約、アンケート。鳥取県 SDGs パートナー。 

 事業実施の際の出席率。課題解決のための団結力。 

 資源回収を地域へも呼びかけて行なっている。 

 地域が協力的。 

 能動的な方が多い。 

 親も楽しむべきと考えている人が多い。 

 地域との関わりを大事にし、保護者のみではなく地域全体で子供達を見守る体制になっている。 

 学年を越えての親子交流、とにかく楽しく 

 執行部会は終了時刻も設定して１時間以内に終わるようにしている。 

 先生方がしっかりサポートしてくださるので安心して業務にあたれる。 

 意見が出やすい。 

 保護者間の仲が良い。 

 先生方と子供、親の距離が近い。 

 時間の短縮・事業の抱き合わせなど 

 子ども、保護者、先生、地域の方々と楽しく学べるような行事がたくさんできた。 

 役員の方々が前向きな意見を出してくれる。 

 PTA 改革 

 全員役員に参加して、みんなで学校に関わろうとしているところ 

 組織改変、熱心な保護者が多い。 

 執行部も役員もほぼ立候補で決まる 

 負担軽減 

 感染症対策。 

 生徒も保護者も地域への愛着が強い所。 

 強制参加にならないよう自発的な参加に移行 

 親子で楽しく参加できるよう、行事を工夫している。 

 

                      ４ 

 



 

７．困っていることは、具体的にどのような事ですか 

 役員選出が大変 

 役員選出の方法を検討している 

 女性の執行部役員不足 

 会員数の減少により奉仕作業等の活動が困難 

 今後、ＰＴＡの存続を検討する時期が来るかもしれない。 

 労働力、活動資金共に減少 

 役員報酬とかがあれば良いのではないか 

 参加者が少ない 

 会員の負担が大きい。 

 半強制的加入の状態 

 任意加入とした時の会員や会費減少の不安 

 退会希望者がいる（理解してもらうのが大変） 

 加入/非加入にこだわらず、かつ児童の不利益にならないように事業を進めていくことという

 のは難しい 

 組織を見直すための時間がない。 

 コロナ禍以降の行事の立て直しが極めて困難 

 保護者が地域の一員としての自覚が薄い 

 地域の活性のために学校が必要だと思っており、子どもたちの未来のことを第一に考えてい

 ない 

 コロナの影響により、地域の方等を含む学校外の方との交流が減った 

 学校の協力体制 

 教員の働き方改革、負担軽減を理由に事業を減らしていきたいと要求されている 

 学校の IT化が遅れている 

 学校教育で言われる、個別最適化、各校の実態に合わせた運営が求められる。 

 学校備品の購入など本来公費で賄うべきものに PTA 予算が充てられている現状。 

 小学校 Pと違い、生徒子どもたちとの距離が遠く、学校教育現場のお使い感がある。 

 管理職から人夫程度に見られている感じを覚え、憤りを感じている。 

 善意で成り立つ組織運営は、やめるべき。 

 断れない人が損をする構図はやめていただきたい。 

 毎年、各校に対して県や郡、町の PTA 組織への参加の意向を聞くべき。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ５ 


